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緒 口

昭和十年夏九州帝國大學農學部 附属糟屋演習林 附近の地質調査 に從 事せ う。本文

は七・入月両 月 に亘 る約三十 日間の野外踏査の結果 と、九月以降 同年末 に至 る三 ケ月

蝕の研究室内に於け る採集岩 石の顯微鏡的研究の結果 とを纒めた るものな ち。 本調

査 に於 ては其の力 を特に演習林内に於け る地質の閾明に用 ひ、演習林外の匠域の調査

は其の大要 に留めた り。而 して演習林 中、荒平 ・飯盛 ・上 ノ山・大倉・生 ケ谷 及び鬼 ケ

浦 の六團地は主と して瀧本清之が調査 に任 じ、新建 團地 及び 演習林外の地 質は專 ら

木下亀城之が調査に當 り、両 者の蒐集せ る資料 を整備 して 本篇 を編め う。即 ち踏査

地域 の面積 に比 し研究の時 日は甚だ不足なるを免れず。 從つて本文 に於 ては專 ら岩

石の分布 の状態を究め、この地域の地質構造 を明 にせん ことを旨 とし、その理論的方

面の考察は之 を他 日に譲 らん こす るものな う。

尚九州帝國大學農學部 林學教室、就中糟屋演習林職員各位 は、調査中 一切の便宜

を與 へ られた う。茲 に誌 して感銘の 意 を表 はす。

昭 和 十 一 年 一 月

第 一 章 概 論

我が九州島は地形上南 日本外帯の西端 に厨する九州南部 山系 と、同内帯の西端 を代

表す る筑紫山系この諸地塊と が、阿蘇・九重等の火山群 に よつて南北互に聯接 せ られ

たるものな う。 乙の中筑紫 山系は主とし て古生層及びそれ を貫いて地下深 く送入せ

る花崗岩 よ釦成 る古 き山地 の残骸が、多敷の断層に よつて地塊化 し、その一部には白

聖紀層・古第三紀層・玄武岩 及び 安山岩質熔岩及び集 塊岩 を被 りしまま、複雑 に昇降

傾斜せ るものにして、九州北部 に東西に列なる筑豊・背振・松浦の諸 山塊 を主軸 とす。



而 してその東端 を占む る筑豊 山塊は南 日本一般の構造 に從 ひ、是叉大膿東 北 より西南

に延びた る古生層及び中生層 ご、これを貫 く花崗岩 類 と より成 り、北 々西 よう南 々東

に之 を横切 る断層 によつて数個 の地量 と化 し、東部 山塊即 ち福智山 彙 ご西部 山塊即 ち

三郡山彙の両者 に分た れ、その西端 は福岡 ・太刀洗間の低 地帯 にて背振 山塊 と完全 に

分離 し、ここに所謂筑紫の山門を形成す。是等の うち最高貼た る三郡山にては海抜九

百三十七米に達す るも、他 は概 ね海 抜五百米乃 至入百米 にして北 に向つて次 第 に低

下 し、その北端 は一度赤間 よわ頑 間を連ぬ る低地に没 し、更に北方に宗像 山塊 を分離

す。余が今回の調査区域は前述の三郡山彙の一部 にして、福岡 よう飯塚 に至 る國道 と

福岡よう犬 鳴峠 を経 て頑丸に通ず る縣 道 この間に挾 まれ、鞍手・精屋の郡 界を以 て境

せ る略三角形の地域 にして、西側 は直 ちに福岡 平野に面 すれ ども其間第三紀層 ような

る低 夷なる皇地 あ うて山塊の西側 を縁 ど う、南 に延びて糟屋・筑紫一帯の壷地に蓮れ

り。但 乙多々良川の支流泥 る金出川 及び 久原川はこの皇地の一部 を削 う去 外 其 の

流 域に狭 長な る沖積 原を作れ う。 即ち本調査区域 は三郡 山彙西側斜面の一部を主 と

し、之 に加ふ るに 其の西側 の平夷なる蔓地 及び 金出・久原両 川流域の一部を以つて

し・行政管轄上 ようは福岡縣 糟屋郡篠栗町 ・久原村及び勢門村の一町二村 に跨 り、九

州帝國大學農學部附属糟屋演習林 の全部並に附近 一帯 の地域 を包含す。

術本調査 に際しては下記の圖書 を参考 とせ ること勘か らす。

1・鈴木 敏福岡 縣豊前及筑前煤 田地質圖 明治二十六年

2・鈴木 敏 二十萬分一福岡 圖幅及同説 明書 明治二十七年

3.小 山一郎 筑前篠栗地方 の地質(東 京帝大卒業論文)明 治四十三年

4・徳重英 助 同(同)大 正十年

5・門倉 三能福岡 縣糟屋郡の松岩及石炭に就て 地 質學雑誌第二十一窓

第 二百五十五號 大正三年

6. Takeo  Kato  : — A contribution to the knowledge of the Mesozoic igneous

rocks developed around the Tsushima Basin, Japan. 地質學雑誌 第二十七

巻1-38大 正 九年



7.矢 部 長 克 第 三紀 及 其直 後 に於 け る九州 地 史 の大要 地 理 學評 論 第二巻

第 一 號 大 正十 五年 一 月

8.徳 永 重 康 地質 學上 より研 究 した る福岡 縣 糟 屋炭 田 石 炭 時報 第三十 七

號 昭和二 年 三月

g.長 尾 巧福岡 縣 糟 屋炭 田の地質 筑豊 石炭鑛業 組 合 月報 第 二十 三巻

第 二 百入十號 昭和 二年 十月

Io.長 尾 巧 九 州古第 三 紀層e序(其 十 八)(糟 屋及福岡 炭 田)地 學雑 誌

第四十 年第 四百六 十 七號 昭 和三年 一月

II.自 在 丸新 十 郎 篠 栗 地方 の蛇 紋岩 に就 きて 岩 石 磧物 磧床 學第九 憲 第 四 ・

五 ・六號 昭和 入年 四 ・五 ・六 月

12.ShinjiYamane:-Physiographicchangeinthenorth-westerncoastof

KyushuintheguaternaryPeriod.ProceedingsV.PacificSci.Cong.

Ig33vol.Ⅱ.P.1599

琢 岡本要入郎福岡 縣鑛物採集記福岡 博物學雑誌 第一巻 三號及 五號

昭和九年十月及十年入月

鼓に記して衷心威謝の意を表はす。

第 二 章 地 形

三郡山塊の地形 本調査区域 は一の高原性地貌 を有す。 試に立つて鉾立 山上 よ

う四望すれば本地域 の地形手に ごるが如 く、峯轡連綿 として深整之れを刻み、一起一

伏殆ん どきわ ま り無 きが如しご錐 も、然 も之を 大観 すれば峯頂総 て殆ん ど 一平面内

にあ うて、假に悉 く其の間の谷 を埋めた りとすれば、全地域 の表面は極 めて徐 々に西

方 に傾斜 した る平原 と化すべ く、其状讐へば耕せ る農圃の如 く、或は彼の大洋の表面

が常 に波浪の起伏 す るに任せつつ も、之を全體 として見れば坦 々 こして鏡 の如 きに異

な らす(第 一圖)。 更に轄 じて此れが側 面を姪 ノ濱町西南 の田園 より望めぱ、約三百米

より漸次東す るに從つ て六百米 の高 さを有 する高壷にして、是れが北 西に於 ける延長


